
3）浅野光晟の浅野地詰 

 19 年の福島治世を終え芸備両国は二分され、元和
げ ん な

（げんわ）5 年（1619）7 月に紀伊国
き い の く に

和歌山

37 万石藩主浅野長晟
ながあきら

が、同 8月には大和国
やまとのくに

郡山
こおりやま

6 万石藩主水野勝成
かつなり

（譜代
ふ だ い

大名）が加増さ

れ、夫々安芸全国 8郡と備後国
びんごのくに

8 郡 41）（芸備 16郡）42万 6,500 石 42）と、備後国 7郡と備中国
びっちゅうのくに

2 郡の一部 10 万石 43）を受封し、ここに徳川政権下における広島・福山両藩が成立した。44） 

 

文化期「芸備十六郡全圖」 

 

 岡田俊太郎編輯『復刻 芸藩通史』第一巻（昭和 48 年、芸備郷土誌刊行会）22 頁・23 頁 

 

 その後、広島藩は寛永 9年（1632）9 月に初代長晟（47 歳）が急逝
きゅうせい

すると、同 10 月に浅

野光晟
みつあきら

が 16 歳の若さで襲封
しゅうほう

し、その輔翼
ほ よ く

として、又、幕府の意向・助言もあり 45）、翌 11

月に庶兄
しょけい

（光晟の異母兄）浅野長治
ながはる

に備後三次
み よ し

（三吉）5 万石 46）を分封
ぶんぽう

（分知
ぶ ん ち

）させ三次

支藩が成立するが、47）この本藩領高 5 万石の減少と、これに伴う領主と領土の封地替え、

又、先の③慶長検地以後盛んに行われて来た新田開発や天災による損地
そ ん ち

48）や地味の変化な

ど、村によっては現実の生産力にかなりの差異を生じたことも相まって、領高の再確認、

即ち検地の必要性が生じた。49） 

 そこで藩直轄の蔵入
くらいり

（くらいれ）地に対しては、寛永 13 年（1636）50）から同 15 年（1638）に

かけ、又、家老以下家臣の給
きゅう

知
ち

（給地）には正保
しょうほう

（しょうほ）3 年（1646）に検地（地詰
じ づ め

）が

実施された。 

 この両度の検地は、「寛永地詰」とか「正保地詰」、又、④「浅野地詰」51）とも呼ばれ、
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先ず、各村から先の③慶長検地帳を提出させ、その記載と現況が然程
さ ほ ど

違いがない場合は、

③慶長検地帳をそのまま確認するか、或は村
むら

高
だか

を変更しない一村限
き

りの「地概
じならし

」52）
（村民間に

おける高の不均衡是正措置であるが、他村との是正措置には至らず、通常は村方から願い出る）で済ませ、一方、

③慶長検地で毛利遺臣
い し ん

の一部有力地
じ

侍
ざむらい

に対し、郷士
ご う し

身分を認め強調を図り、あえてその地

域には検地（地詰）奉行を派遣せず、指
さし

出
だし

検地で済ませた地域や、生産力にかなりの差異

がある地域については、検地奉行を派遣して徹底した検地を実施した。 

結果、先の三次支藩分封による本藩領高 5万石の減少を補填
ほ て ん

するが如く、5万余石の内高

の創出をみた。言い換えれば、この補填こそが、この検地＝④浅野地詰の主たる目的であっ

たことに相違ないと言えよう。 

斯くして広島本藩 42 万 6,500 石 42）の領高と、外
と

様
ざま

大名としての序列・格式が保持され、

前治世よりも更に、近世村落の村高
むらだか

と行政区画を創設（村切
むらぎり

・村限
むらきり

とも）し、同時に一般

下層農を自立（本百姓化）させ、郷士制を廃止し、在地における「兵農
へいのう

分離」も徹底させ

るなど、藩の財政基盤と封建＝幕藩体制をも確立して行くのである。53） 

尚、この時作成された地詰帳は、「御本帳
ほんちょう

」28）と呼ばれ、以後、近世を通して村高の基

準とされ、村々で最も重んぜられた。54） 

 又、この④浅野地詰で使用された間
けん

竿
ざお

も、先の毛利・福島治世での②惣国・③慶長検地

と同じ「六尺五寸」竿 55）であるが、この時の検地条目
．．．．

たるものは知られていないようであ

る。今回は、前シリーズの注釈で一部紹介したものの、検地条目と言える程の体裁は未だ

整ってはいないが、改めて寛永 13 年（1636）8 月 21 日付けの郡
こおり

奉行浅野出羽守
で わ の か み

と算用
さんよう

奉

行 56）湯川五兵衛・同井口金右衛門から、地詰奉行川崎多左衛門、清水忠兵衛・西川角左衛

門に宛てた 7か条からなる“覚”｢地詰斗代の書付｣（「玄徳
げんとく

公済美禄
せ い び ろ く

」巻七）を紹介してお

く。57） 
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41） 安芸全国は、広島藩府を含む安芸、沼田・佐伯・豊田・山県
やまがた

・高宮・賀茂・高田 8 郡。備後国 8 郡は、御調
み つ ぎ

・世羅・

三谿
み た に

・三次・恵蘇
え そ

・三上
み か み

・奴
ぬ

可
か

・甲奴
こ う ぬ

（一部）8 郡。又、甲奴郡中、矢野・深江・本郷・西野・梶田・知和
ち わ

（千和）・

稲
いな

草
くさ

・木屋
き や

8 か村が浅野封地であった。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）120 頁（表 28 広島藩の知

行高）・1238 頁・1243 頁、『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 42 頁・114 頁（浅野家文書「芸備

初知郷村帳字面写」下 備後国御知行帳）、小鷹狩元凱
こ たかり もとよ し

『藝藩
げいはん

三十三年録』全（明治 26 年、弘洲雨屋）21 頁 

42） 正確には、「福島検地」で確定した領高 42 万 6,563 石。千代田町役場編『千代田町史』通史編(上)第 7 巻（平成 14

年、同役場）529 頁、『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）107 頁（表 20 浅野氏知行の変遷）・121 頁・

1243 頁、広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 42 頁、小鷹狩元凱『藝藩三十三年録』全（明治 26

年、弘洲雨屋）21 頁 

43） 備後国 7 郡は、深津
ふ か つ

・沼隈
ぬまくま

・芦田
あ し だ

（葦田）・品治
ほ ん じ

（ほんち）・安那
や す な

・神石
じんせき

（亀石）・甲奴
こ う ぬ

（甲怒）（一部）7 郡で、備中国

の一部は、小田
お だ

・後月
し つ き

2 郡の一部である。尚、甲奴は 19 か村、小田は 20 か村、後月 1 か村（高屋村）が水野封地

であり、領高は 10 万 12 石余である。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）123 頁～124 頁（表 29 福山

藩の知行高（水野氏））、『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）930 頁～934 頁（「水野記」六 備後国領

知郡村并嶋之名事 ）・1384 頁～1388 頁（「水野様御一代記」御前帳本高）・1423 頁（補注）、広島県史』近世資料編

Ⅱ（昭和 51 年、広島県）89 頁～92 頁（徳川家綱領知判物・目録）、岸田裕之編『広島県の歴史』県史 34（1999 年、

山川出版社）166 頁 

44） 一般に「藩」とは、幕府権力の保障のもと、大名（領高 1 万石以上）が支配する領域及びその支配機構を総称して

「藩」と言い、支配者たる大名を「藩主」と呼ぶが、幕藩時代には「広島藩」とか「浅野藩」、又「福山藩」とか

と称することはなく、正式に「藩」と公称されたのは、明治元（1868）年に明治政府が旧幕領（天領）に府県制を

設け、旧大名領を「藩」と称したのが最初で、明治 4（1871）年の廃藩置県によって廃止された。もっとも公称で
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はなかったと言え、文政 8（1825）年に頼杏坪
らいきょうへい

（名は惟
ただ

柔
なご

で山陽
さんよう

の叔父にあたる）らによって編纂
へんさん

された『芸藩通志
げいはんつうし

』では、広島藩を「芸藩」と称し、書中にも「藩府・藩家・藩君・本藩・我藩・藩士・通藩・藩内」等の語が見ら

れる。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）104 頁～105 頁、『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、

広島県）解説 17 頁、朝尾直弘＝宇野俊一＝田中琢編『日本史辞典』（1997 年、角川書店） 

尚、『芸藩通志』（全 159 巻）は、八代藩主浅野斉賢
なりかた

が、儒臣
じゅしん

の頼杏坪・加藤棕蘆
そ う ろ

（景纉）・頼舜燾
みちてる

等に命じ、文化元

（1818）年から着手し、同 8（1825）年に編纂
へんさん

された安芸・備後国一部（芸備十六郡）に亘る芸備叢書（地誌）で

ある。又、杏坪は、奴
ぬ

可
か

・三上・三次・恵蘇
え そ

等郡支配＝代官を歴任し、後に三次町奉行も務め、備後北部の地方政

治の実際に携わった。『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）11 頁・16 頁～17 頁、『広島県史』近世 1 通

史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）1247 頁、岡田俊太郎編輯『復刻 芸藩通志』第一巻（昭和 48 年、芸備郷土誌刊行会）5

頁～6 頁・22 頁～23 頁・藝藩通志を刊行するに就て 1 頁、土井作治監修・秋田隆幸外編『図説 備北・安芸吉田の

歴史』（2000 年、郷土出版社）156 頁、後藤陽一監『広島』史蹟郷土史（昭和 55 年、講談社）362 頁 

45） 浅野広島藩の藩譜
は ん ぷ

実録『玄徳
げんとく

公済美禄
せいびろく

』（巻三）にある浅野長治
ながはる

分知
ぶ ん ち

一件の中の安芸守
あきのかみ

光晟
みつあきら

継目
つ ぎ め

被仰付
おおせつくられ

候時覚書
おぼえがき

写
うつし

の第 2条には、「一
ひとつ

同事に今一段之儀被仰
おおせられ

候へと掃部頭
かもんのかみ

殿挨拶候処
ところ

、大炊頭
おおいのかみ

殿五人之家老共側
そば

江
へ

御寄
より

候て、但馬
た じ ま

殿御親類も無之
これなく

候間
あいだ

たよりにも成
なり

候様ニ、安芸守殿心得を以
もって

因幡
い な ば

殿江
へ

五万石程
ほど

分
わけ

被遣
つかわされ

候て 尤
もっとも

と思召
おぼしめし

之旨
むね

御

内意
な い い

被仰渡
おおせわたされ

候事」（寛永 9年 10 月 29 日西御丸に於て）とあり、安芸守光晟継目
つ ぎ め

御礼之時覚書写の第 4 条にその理

由を「一
ひとつ

其時
そのとき

御直
お じ き

之上意
じょうい

ニ但馬久敷
ひさしく

不煩
わずらわず

残 多
のこりおおき

思召
おぼしめし

候旨御諚
ごじょう

有之
これあり

、又上意ニ安芸守わかい程ニ因幡年
とし

かうはい

てもある程に、一所
いっしょ

ニなつて用ニ立
たつ

かせんてあろふすと上意之事」（寛永 9 年 11 月 1日御本丸御黒書院
くろしょいん

に於て）と

している。 

尚、条文中の「掃部頭
かもんのかみ

」は幕閣老臣
ろうしん

の井伊
い い

掃部頭直孝
なおたか

、「大炊頭
おおいのかみ

」は同じく土井
ど い

大炊頭利勝
としかつ

（慶長 15（1610）年～

後の寛永 15（1638）年まで老中に就き、以後歿する同 21（1644）年まで大老を務めた）であり、他にも松平（奥

平）下総守
しもうさのかみ

忠明・酒井雅楽頭
うたのかみ

忠世
た だ よ

（慶長 15（1610）年～後の寛永 11（1634）年まで老中を務め、再び寛永 13（1636）

年 3 月 12 日に老中となったが、同年同月 19 日に歿した）・酒井讃岐守
さぬきのかみ

忠勝（寛永元（1624）年～後の寛永 15（1638）

年まで老中に就き、以後明暦 2（1656）年まで大老を務めた）･稲葉丹後守
たんごのかみ

正勝（元和 9（1623）年～後に歿する寛

永 11（1634）年まで老中を務めた）が列座した。又、「五人之家老共」は、浅野家の家老浅野甲斐守
かいのかみ

忠長、同上田主水祐
もんどのすけ

重安
28）

、浅野摂津守
せっつのかみ

高英、竹本外記
げ き

永忠、寺西将監
しょうげん

利之で、「但馬」は父浅野但馬守
たじまのかみ

長晟
ながあきら

、「因幡」は浅野因幡守
いなばのかみ

長治
ながはる

である。『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）488 頁・491 頁～493 頁、『広島県史』近世 1 通史Ⅲ

（昭和 56 年、広島県）1243 頁・1249 頁、朝尾直弘＝宇野俊一＝田中琢編『日本史辞典』（1997 年、角川書店） 

又、上述『済美禄』は、寛政 12（1800）年に城内用達所に御旧記調席（編修局）が設けられ、藩主の記録や各役所

の旧記等をひろく収集し、文政 3（1820）年に藩祖浅野長政
ながまさ

～六代藩主宗
むね

恒
つね

までの世紀が完成し、七代藩主重晟
しげあきら

以

降十二代藩主長勲
ながこと

至る世紀を明治になって浅野家の手で編修し、完成は明治末年に及んだ歴代藩主の事蹟全 466 巻

893 冊に及ぶ編年体の藩譜実録である（三次・赤穂
あ こ う

分家も含むと全 496 巻 924 冊に及ぶ）。『広島県史』近世資料編

Ⅰ（昭和 62 年、広島県）11 頁・16 頁、『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 45 頁 

46） 三代将軍家光から浅野因幡守
いなばのかみ

（長治）への寛永 11（1634）年 8 月 4 日付けの領地判物
はんもつ

には、「備後国三吉
み よ し

・恵蘇
え そ

両

郡、御調
み つ ぎ

・世良二郡之内四万七千五拾石余、安芸国佐西
さ さ い

・豊田・高田三郡之内弐千八百四拾石余、都合五万石目録在

別紙事宛行
あてがい

之
これ

畢
おわんぬ

、全可領知
りょうち

者也、仍 如 件
よってくだんのごとし

」（4 万 7,050＋2,840＝4 万 9,890 石）とある。『広島県史』近世資料

編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 42 頁・84 頁・88 頁 
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47） その後、三次支藩では明暦
めいれき

3（1657）年に地詰をしており、先の福島正則の③「慶長検地」の際、在地の土豪によ

る書出
かきだし

（指出
さしだし

検地）で済まされた地域や同検地以後の干拓地の造成・新田開発等により、村況の著しく変わった村

について、特に念入りに実施されたと言われている。この点は④「浅野地詰」と同様である。 

尚、同藩は、四代藩主浅野長
なが

経
つね

（10 歳）が享保 4（1719）年 4 月に歿し、嗣子
し し

断絶により、その遺領 5 万石は、広

島本藩（五代藩主浅野吉
よし

長
なが

）に還付となったが、本藩も再び長経の弟「長寔
ながざね

」に分封させるも、翌 5（1720）年に

長寔（7歳）も早世したため、遺領 5 万石は再び本藩還付となり、三次支藩は 88 年にして絶藩となった。又、その

遺領は郡代
ぐんだい

支配となったが、享保 7（1722）年 2 月から郡代を廃止し、郡
こおり

奉行が置かれ、宝暦
ほうれき

8（1758）年 11 月に

は代官支配に改められた。その後、文化 10（1813）年に町奉行が置かれ、郡・町の別支配が復活したが、幕末元治
げ ん じ

元（1864）年に藩政改革の一環として、再び代官支配に改められ、三次町奉行は廃止された。『広島県史』近世 1 通

史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）143 頁～147 頁・1243 頁～1245 頁・1249 頁～1251 頁、『広島県史』近世資料編Ⅲ（昭

和 48 年、広島県）解説 56 頁～57 頁、広島県総務部県史編さん室『広島県の歴史』（1969 年、広島県）年表 11 頁

～12 頁、『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）535 頁～536 頁 

因に、三次初代藩主浅野長治
ながはる

の室娘（阿久利
あ ぐ り

姫）瑶泉院
ようぜいいん

（ようせんいん）が、播磨
は り ま

国赤穂
あ こ う

三代藩主｢浅野内
たく

匠
みの

守
かみ

長矩
ながのり

｣の妻

室である。又、長矩の歿後は三次で隠棲
いんせい

した。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）144 頁・1250 頁、

児玉幸多＝北島正元編『物語藩史』第六巻（昭和 40 年、人物往来社）165 頁 

48） 『徳川幕府県治要略』では、「損地」を「山崩
やまくえ

、出水
で み ず

、等の天災に罹
かか

り、田畑屋敷の荒亡せしを損地と云ふ。損地

は荒亡の事由を付し高内引
たかうちびき

72）
として減租す、之を連

れん

々引と云ふ、其名稱
めいしょう

概ね左の如し。」とし、山崩・川欠
かわかけ

のほ

か「崖落
がけおち

・川
かわ

成
なり

・淵
ふち

成・海成・浪
なみ

欠・押
おつ

堀
ぼれ

・河原成・石砂
せきしゃ

入」を挙げている。安藤博編『復刻 徳川幕府県治要略』

（昭和 46 年、柏書房）136 頁・146 頁 

49） 児玉幸多＝北島正元編『物語藩史』第六巻（昭和 40 年、人物往来社）166 頁～169 頁、後藤陽一『広島県の歴史』

県史シリーズ 34（昭和 47 年、山川出版社）96 頁～97 頁、『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題

55 頁～同 56 頁・40 頁～42 頁 

又、元和五（1619）年浅野長晟の受けた朱印状と知行帳では千数百石の差があった。その差を補うため
．．．．．．．．

に光晟は、

この④「浅野地詰」以前、襲封直後にも広島町新開の地詰を行った。新開地詰奉行として松原市兵衛・竜神治部右

衛門・長田孫市が任ぜられている。この結果、二千六百石余が打出され、寛永十一（1634）年「安芸国備後国御知

行帳」で幕府から承認された。『広島県史』近世資料編Ⅲ（昭和 48 年、広島県）49 頁～50 頁（広島新開地詰に関

し申渡す覚（寛永 10（1633）年 11 月 11 日付け上田
[家 老 ]

備前
[重 富 ]

守所「広嶋廻り新開地詰之覚」3 か条）（注釈）・88 頁 

50） 『広島藩御覚書帖
おんおぼえがきちょう

』二の「一 御領分惣御高」の佐伯郡の部に「外
ほか

 六百八拾七石弐斗五升三合 山県郡へ入穴村
あなむら

分 

百弐拾八石弐斗六升五合（己斐村山田村御拝知高ノ内寛永拾三年正保三年地詰
．．．．．．．．．．．

ニ欠ル」とあり、同安芸郡の部にも

「外 九百拾一石三斗八升五合 町組支配ニ成 三石六斗弐升八合（新山村平谷村御拝知高之内寛永拾三年正保三年
．．．．．．．．．

地詰
．．

ニ欠ル」とあることからも、寛永 13（1636）年頃からこの地詰は実施されていた。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ

（昭和 56 年、広島県）283 頁、『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）85 頁・89 頁・104 頁 

又、本文でも紹介する寛永 13（1636）年子
ね

8 月 21 日付けの郡
こおり

奉行浅野出羽
で わ の

守
かみ

・算用
さんよう

奉行湯川五兵衛・同井口金右

衛門から地詰奉行川崎多左衛門・清水忠兵衛・西川角左衛門宛の“覚”｢地詰斗代の書付｣（「玄徳公済美禄」巻七）

には、畠（畑）の斗代を 7等級（上
じょう

畠～下々
げ げ

・見付
み つ け

畠
14）

＝1 石 2斗～3斗）までとし、「此度
このたび

之地詰之斗代
と だ い

付
づけ

、右

書付
かきつけ

之通
とおり

ニ可被仰付
おおせつくらるべく

候、以上」とあることからも確かであろう。『広島県史』近世資料編Ⅲ（昭和 48 年、広島県）
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69 頁～70 頁 

尚、『広島藩御覚書帖』は、従来「広島藩諸覚書」とか「広島藩覚書」、更には「七書」・「芸藩事績」・「芸備事績」

とも呼ばれて来た経緯があり、その原型が成立した享保 3（1718）年（享保の大一揆）以後、少なくとも 2 回（享

保 5（1720）年下半期及び同 11（1726）年）の大きな補訂を経て今日に伝えられていることが知られており、現藩

主（五代藩主浅野吉
よし

長
なが

）
47）

よって領域の藩治事項を掌握するために作成されたもので、18 世紀初頭の広島藩の大

勢（藩治一般）を知る上では、極めて価値高い内容をもつ史料とされている。『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62

年、広島県）14 頁～同 21 頁 

51） 「浅野地詰」は、文化 3（1806）年（于時
と き に

文化三年丙寅
へいしん

（ひのえとら）六月）『佐伯郡廿
にじっ

ケ村 郷邑記
ごうゆうき

』（三原市立図書館

蔵）によると「（中略）福島正則公
こう

慶長五年御入国
ごにゅうこく

有
あり

テ同六年掉入
さおいれ

之由
よし

御治国廿年程
、其後

そ の ご

浅野但馬守
たじまのかみ

（長晟
ながあきら

）元和
げ ん な

五

年御入国、同六年庚申
こうしん

（かのえさる）六月高宮郡御掉
．
入
．
有之
これあり

、此
この

帳ニハ安北
あ ほ く

郡ト有
ある

村々モ有
あり

、二村ニ分レ上中下
じょうちゅうげ

トナル

モアリ、一村ヨリ分ケ出
いで

シ別名ノ村モアリ、其後寛永ノ御掉
．．

ト世上
せじょう

ニ申セトモ、御領内不残
のこらず

掉入
．．

タルトモ不承処也
ふしょうのところなり

、（中略）」とあり、「寛永の御掉
お さ お

」とも呼ばれていた。廿日市町編『廿日市町史』資料編Ⅱ（昭和 50 年、廿日市町）』

567 頁・570 頁、広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）1243 頁 

52） 『芸州
げいしゅう

政基
せ い き

』
55）

には、「検地
．．

とは田畠屋鋪
や し き

之境を極
きわ

メ、畝町
せちょう

之数を極メ、斗代之位
くらい

を極
きわむる

を言
いう

、御領内にては地
．

詰
．
ともいふ也」（郡方御政務 検地之事）とし、「地概

．．
とハ田畠畝高

せ だ か

之不同
ふ ど う

有之
これあり

を地
じ

見
み

にて位
くらい

を改
あらため

、竿入
さおいれ

して無甲乙
こうおつなき

様に畝
せ

高
だか

を平等ニ概
ならす

ヲいふ也
なり

、地概
．．

之役割・勤方
つとめかた

、万事検地之仕形
し か た

ニ替
かわる

儀無之
これなき

ニ付
つき

、其作法省略之
そのさほうこれしょうりゃくす

、但
ただし

検地

者
は

畝高
せ だ か

之増減、位
くらい

之高下
こ う げ

（たかひく）ニ寄
より

テ村高 改
あらたむる

也、地概
．．

者
は

実者
じ つ は

畝高増減出来
しゅったい

（でき）候ても、村高之辻
つじ

ハ有来
ありきたり

之

通
とおり

を用ヒ置
おき

、其高
たか

を今度
このたび

改
あらため

之田畠江
へ

割付
わりつける

也、（中略）検地ハ諸入用
にゅうよう

御米銀
べいぎん

出
だし

に成
なり

、地概
．．

ハ村方
むらかた

之入役ニ相成
なる

儀

古例
こ れ い

と相見
みえ

候」（地概之事）と説明している。又、本文後に「私曰
いわく

」と言う体裁の説明には、「勿論地概
．．

ニ而
て

も 必
かならず

見分
けんぶん

之奉行壱人
ひ と り

ハ竿入候間
あいだ

可被差出
さしだされべく

候、左様無之
これなく

候てハ村役人と百姓との我儘
わがまま

もハカりかたく下方
したかた

（したがた）治
なお

り徹
とお

し可申
もうすべく

候、自村として地見方
じ み か た

39）
・傍爾

ほ う じ

方
66）

・竿打
さおうち

17）
等迄相済

すまし

候
そうら

へハ、まかない飯米
はんまい

も銘々
めいめい


より

喰出
はみだし

ニいたし候故
ゆえ

格別之費
ついえ

無之
これなく

、諸雑用共
とも

検地とは懸隔
かけへだて

少
すくな

ク而
して

相済
すむ

也
なり

、万事ニ付
つき

地概
．．

等程
ほど

宜
よろしき

御仕向
し む け

ハ有
ある

ましく候、但
ただし

地概
．．

も検

地同然
どうぜん

永
なが

く村方根本大切之儀
．．．．．．．．

故
ゆえ

、其時
そのとき

ニ臨
のぞ

ミて仕向取 計
とりはからい

ニ心得
こころえ

有ヘキ事也、（中略）然
しかれ

とも奉行役人之風俗ニ而
て

検地之概
ならし

取計候人も、畝も打出し高も増
ふやし

候を精出
せ い だ

して御為
お た め

（おんため）いたしたると申様
もうすよう

ニ外
ほか

よりも相見
みえ

、指当
さしあたり

模

様も 宜
よろしき

候様ニ心得候人多
おおく

相聞
きこえ

候、其
その

利害当分
とうぶん

ニ而
て

ハ不顕
あらわれず

候得共
そうらえども

、此
この

筋ハ畢竟
ひっきょう

大
おおい

ニ御為ニ不成
ならざる

事と相見候、

凡
おおよそ

万事一旦
いったん

之事ハ追而
お っ て

可 改
あらためべき

儀も相成
なり

候事有之
これあり

候得共
そうらえども

、検地之概
ならし

之儀者
は

容易ニ 難 改
あらためがたき

候故、此所
このところ

重々愚按
ぐ あ ん

記置
しるしおき

候也」（地概之事）とある。『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解説 59 頁・766 頁・773 頁～774

頁 

又、『芸備郡要集』（編者・成立期（享和
きょうわ

期（1801 年～）以降と推定される）とも不詳）一（斗代盛 分米 高并
ならびに

免

定 新開見取
み と り

 （かつ）キ高 免之譬
たとえ

）には、「公儀
こ う ぎ

より地頭
じ と う

へ郡村御引渡
ひきわたし

之節者
は

検地
．．

と云
い

ひ、地頭より田畑の畝数
せ す う

を

定
さだ

むるを竿入
．．

と唱
とな

へ、下方
したかた

ニ而
て

百姓同志
ど う し

改
あらため

を地こぶり
．．．．

とふ、何れにしも其
その

仕形
し か た

甚
はなはだ

厳重之事ニ而
て

一往
いちおう

の行
ぎょう

にて

は難成
なりがたき

事也、」と説明しており、二（土免
つちめん

）には、「田畑之畝数を 改
あらたむ

るを検地とも言
いい

地概
．．

共
とも

言
いう

、地詰・竿入・竿

打・地こぶり共いふ、如 斯
かくのごとく

して畝改
あらため

高居
すえ

（う）る事前にいふ如
ごと

く也、」とある。 

広島藩では、この「地概」を「地坪
ならし

」とか「地抨
ならし

」、又「地 （ならし）」とも書き、「地こぶり・地押
じおさえ

・竿入（掉入）・

竿改
あらため

・村概
むらならし

」とも呼ばれている。広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）287 頁、『広島県史』総説（昭

和 59 年、広島県）187 頁・202 頁～205 頁、『広島県史』近世資料編Ⅲ（昭和 48 年、広島県）641 頁、廿日市町編
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『廿日市町史』資料編Ⅱ（昭和 50 年、廿日市町）』50 頁・51 頁・102 頁・104 頁・570 頁・769 頁（解題）（『芸備

郡要集』全）、廿日市町編『廿日市町史』資料編Ⅲ（昭和 52 年、廿日市町）79 頁、福尾猛市郎監『広島』歴史と文

化（昭和 55 年、講談社）95 頁 

 

代官の配下の手付・手代が年ごとに交代で検地などの役割を分担した 

 

石井良助外監『古典体系 日本の指導理念 11』服務規律の変遷 官人の生態を映す鏡 

（昭和 59 年、第一法規出版）口絵及び注釈 

幕府の代官（旗本が任じられた）は、幕領（天領）における地方官で、10 万石以下の領域を支配した。そ

れ以上を支配していたのが郡代
ぐんだい

であり、職 挙
しょくしょう

はほぼ同じであったが、格式はその広狭の差で郡代が上で

あった。又、これらの配下（属吏
ぞ く り

）にあるのが、手付
て つ き

と手代
て だ い

で、職挙もこれ又同様であったが、手付は幕臣
ばくしん

（幕吏
ば く り

）であり、手代は同格に準じた身分でありながらも、給与は代官所経費中から支払われ、格式は手付

が上であった。 

石井良助外監『古典体系 日本の指導理念 11』服務規律の変遷 官人の生態を映す鏡（昭和 59 年、第一法規

出版）239 頁・255 頁、朝尾直弘＝宇野俊一＝田中琢編『日本史辞典』（1997 年、角川書店） 

 

尚、「竿入」は、検地や地詰と同義に使われる語でもあるが、検見
40）

の際、坪刈
つぼがり

（歩刈
ぶ が り

・坪切
つぼぎり

とも）を行う時の枠竿
わくざお

（坪枠
つぼわく

とも）を入れる作業を又、「竿入」とも言い、その作業者を竿取
さおとり

とも言うので、広義では、検見自体（もっ

とも検地の際も検見は行うが）や坪刈を指す語とも考えられる。『徳川幕府県治要略』では、「竿入
さおいれ

は稻
いな

草の植並に

隨
したがい

ひ。根株
ね か ぶ

に密接し、先ず二方に枠
わく

を据
す

へ、竿を入
い

るゝを例とす、之を二方付けと云
い

ふ、又植並の都合に依
よ

り三

方付けと爲
な

す事あり、」とし、枠竿を「曲窳
ゆ が み

なき竹竿四本を撰
えら

み、六尺一分の方形とし、四隅
よ す み

切違ひ組立、取外
とりはず

し

 7 



を自在ならしめ、稻禾
と う か

坪刈の用に供す。」と説明している。安藤博編『復刻 徳川幕府県治要略』（昭和 46 年、柏書

房）213 頁・221 頁、石井良助外監『古典体系 日本の指導理念 11』服務規律の変遷 官人の生態を映す鏡（昭和 59

年、第一法規出版）239 頁・255 頁 

 

檢見要具之圖
け み よ う ぐ の ず

 

安藤博編『復刻 徳川幕府県治要略』（昭和 46 年、柏書房）222 頁・223 頁 

 

53） この「浅野地詰」の成果として考えられている、後の寛文 4（1664）年に幕府に届出た「公儀江
へ

上ル御帖面
ちょうめん

惣
そう

高寄
よ

セ」（『広島藩御覚書帖
おんおぼえがきちょう

』二）によると、新田高は 1万 7,289 石余、改 出
あらためだし

高、即ち地詰打出
うちだし

分が 3万 4,308 余石

あり、都合 5 万 1,597 余石の内高創出をみている。又、村数も元和 5（1619）年に 699 ヶ村（「安芸国・備後国知行

帳」）であったのが、文政 8（1825）年には 836 ヶ村（「芸藩通志」）と 137 ヶ村もの増加を示しており、この数は「浅

野地詰」の際に創出された村が主と考えられている。 

『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）98 頁・207 頁（補注）、『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、

広島県）121 頁・139 頁～140 頁・143 頁～144 頁・283 頁～287 頁・297 頁～299 頁、『広島県史』総説（昭和 59 年、

広島県）170 頁～171 頁、広島市（広島市公文書館）『図説広島市史』（平成元年、広島市）201 頁・203 頁、廿日市

町編『廿日市町史』資料編Ⅱ（昭和 50 年、廿日市町）』39 頁（解説） 

54） 『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）286 頁、広島県総務部県史編さん室『広島県の歴史』（1969 年、

広島県）150 頁 

「検地帳」が封建＝幕藩体制のシンボルとまで言われる由縁はここにある。『徳川幕府県治要略』でも「全村地籍の

基礎にして、村民に在りて最重の簿冊とす、（中略）」とあり、検地帳は村方第一の公文書として鄭重
ていちょう

に保管され

た。安藤博編『復刻 徳川幕府県治要略』（昭和 46 年、柏書房）193 頁、福島正夫『地租改正の研究』（オンデマン
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ド版）（2003 年、有斐閣）211 頁・214 頁・267 頁 

先の『芸州政基』
55）

にも、「但
ただし

地概も検地同然
どうぜん

永
なが

く村方根本大切之儀
．．．．．．．．

故、（中略）」（郡方御政務 地概之事）とある

ことからも察しがつく。又、28）でも触れた通り、「検地帳」が亡失した場合、再検地（合穂概
あわせほならし

）が実施されるく

らいある。先の佐伯郡宮内村の明和
め い わ

初（1764～）年頃の「福島大夫様御検地指出シ帳」（文政
ぶんせい

拾（1827）年亥正月

〔写〕）及び文政 2（1819）年の「国郡志
こくぐんし

御編修下しらべ書出帳」の注記にも同様に「右者
は

先年御験〔検カ〕地御本帳
．．．

前ヲ以
もって

度々指出
さしだし

帳差上
さ し あ

ケ申候 控
ひかえ

如 此
このごとくに

御座〔候脱カ〕、然
しか

ル処
ところ

右御
．
本帳
．．

先年焼失 仕
つかまつり

候而
して

、其後
そ の ご

明暦
めいれき

年中ニ合穂
．．

概
．
ニ被仰付

おおせつくられ

、右 通
みぎのとおり

リ御座候」及び「右慶長
けいちょう

年中御検地御本帳
．．．

先年焼失 仕
つかまつり

当時無御座
ご ざ な く

候得共
そうらえども

、積年
せきねん

御差出
さしだし

帳控
ひかえ

如 此
このごときに

御座候、右御
．
本帳
．．

焼失ニ付
つき

明暦年中合穂概し
．．．．

被為仰付
おおせつけなされ

、当時御取立
とりたて

帳面
ちょうめん

左之通
とおり

」とある。 

『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）774 頁、廿日市町編『廿日市町史』資料編Ⅱ（昭和 50 年、廿日

市町）』547 頁・582 頁・611 頁 

55） 『芸州政基』にも「間竿
けんざお

ハ六尺五寸
．．．．

ニ乄
して

両端ニ鐶
かん

（砂摺
すなずり

・ 銅
あかがね

巻
まき

の意）を付
つけ

用ユ、」（郡方御政務 検地之事）とあ

り、当然、「畝高
．．

トハ田畠之数を言
いい

、地之一坪六尺五寸
．．．．

四方を田畠にて壱歩
ぶ

とす、壱歩ツ
づ

丶
つ

三拾を一畝
せ

とす、壱畝

ツ丶十ヲ壱段
たん

〔段ヲ通用シテ反
たん

ト書
かく

〕とす、壱反十ヲ一町
ちょう

とす、是より拾町・百丁・千町・万町ニ及フ、但
ただし

備後

之内今公領
こうりょう

（天領の意）之村々 并
ならびに

福山領なとハ六尺四方
．．．．

を壱歩
．．

と 定
さだむる

候由
よし

、」とある。（同 畝高之事）『広島県

史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）763 頁・766 頁、『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）79 頁・

281 頁・285 頁、佐藤甚次郎『公図読図の基礎』（平成 13 年（2001）、古今書院）121 頁・207 頁 

尚、『芸州政基』（浅野家文書）とは、その著者は明らかでないが、五代藩主浅野吉
よし

長
なが

治世の享保末年（享保 18 年（1733）

丑
うし

5 月の年月あり）に成立した郡方御政務（農政）の御書本（25 項目）で、これを六代藩主浅野宗
むね

恒
つね

が宝暦 9年（1759）

9 月に書写し「芸州政基」と名付け、その後七代藩主浅野重晟
しげあきら

が拝受
はいじゅ

（「此
この

書物ハ但馬守
たじまのかみ

（宗恒致仕
ち し

後の称）様御写置
うつしおき

被遊
あそばされ

先年致拝受
はいじゅいたし

候」）し、天明 2 年（1782）3月 8 日付けで重晟から年寄衆（年寄上座の堀勘解由
か げ ゆ

外 3 名）へ下げ

渡された（「執政
しっせい

之為ニ従重晟公
しげあきらこうより

御渡
わたし

被為置
なされおき

候」）藩主代々門外不出の秘書
．．

（「しかしなから他人・他国江
へ

出スへ

からす、そのよに文字の転倒多し、猶
なお

後世の俟
まつ

賢
けん

君
くん

（藩主）而已
の み

」）であった。『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51

年、広島県）762 頁～794 頁・解題 59 頁、『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）1244 頁～1246 頁、近

世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）36 頁 

56） 後の慶安元（1648）年から、算用奉行が「勘定奉行」、役所も算用場から「勘定所」と改称された。『広島県史』近

世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）164 頁、広島市（広島市公文書館）『図説広島市史』（平成元年、広島市）201 頁 

57） 『広島県史』近世資料編Ⅲ（昭和 48 年、広島県）69 頁～70 頁、児玉幸多『近世農民生活史』（昭和 46 年、吉川弘

文館）43 頁 

尚、「玄徳公」
45）

とは、二代藩主浅野光晟
みつあきら

である。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）1243 頁～1244

頁、『広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 45 頁 

又、地詰（検地）奉行川崎多左衛門は、周防
す お う

才兵衛及び市川長大夫と共に、安芸国佐西
さ さ い

郡廿日市
はつかいち

町、廿日市内後地

分及び地御前
じ ご ぜ ん

村へ「寛永拾五（1638）年十月五日」付けで地詰帳（御本帳）を交付している。廿日市町編『廿日市

町史』資料編Ⅱ（昭和 50 年、廿日市町）』207 頁・222 頁・227 頁・615 頁・650 頁 
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